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Abstract: The “Japanese as a Foreign Language” in the EJU is a very important test subject for 
international students who wish to advance to higher educational institutions in Japan. Past 
examination questions are generally used in the preparatory lessons at Tokyo Japanese Language 
Education Center, but it appeared difficult for the students to answer the questions by themselves due 
to their inadequate vocabulary. In order to eliminate this problem, vocabulary lists were prepared and 
distributed to the students before lessons. This paper investigates how the students used the 
vocabulary lists, their opinions about them and the degree of satisfaction with the preparatory 
lessons through the analysis of ‘minute papers’ and a questionnaire. 
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日本留学試験「日本語」の対策授業の実践報告 





び基礎学力の評価を行なうことを目的に、2002 年から国内外で年 2 回（6 月及び 11 月）実
施されている。実施者である日本学生支援機構2によると、2017 年 7 月現在、留学生の入学








得点範囲は前者が 0～400 点、後者が 0～50 点となっている。 
一般的に、日本語学校等における日本留学試験の対策授業として、過去に出題された問題
が使用されることが多い。筆者の所属する東京日本語教育センター3においても、多くのク
ラスで過去問が使用されており、筆者が 2016 年 4 月から 7 月まで担当したクラスにおいて
も、同様に過去問を使用することにした。このクラスの学生は大学院等進学課程に在籍して
おり、前年の 10 月に入学してから、既に初級を終了し、中級前半レベルに達していた。国
籍は、中国（6 名）、台湾（3 名）、タイ（1 名）、サウジアラビア（1 名）である。計 11 名
の学生のうち 7 名が 6 月に実施される日本留学試験の受験を予定していた。受験予定のな
い 4 名は、日本語能力試験の合否結果通知書の提出による大学院出願を考えており、その







べ）は、聴解で約 93％、読解で約 96％とされている（三國他 2005，小森他 2004）。しか
し、筆者が、担当したクラスの学生の既知語を東京日本語教育センターにおける初級語彙と
仮定し調査したところ、2002～2009 年度の日本留学試験の聴解問題に出現した自立語の
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66.2％（延べ）しかカバーしていないことが分かった。ここで言う初級語彙とは、東京日本
語教育センターで使用されている『進学する人のための日本語初級』（1994）及び『進学す
る人のための日本語初級 漢字リスト』（1994）の A 欄4に出現する語彙を指す。そのカバ
ー率が、聴解の内容理解に必要とされる約 93％に程遠いことから判断すると、明らかに語
彙が不足しており、過去問の内容理解は困難に思われた。 
4 月半ばの授業開始から 6 月半ばの日本留学試験受験までは 10 週間ほどで、対策授業に



























                                                          
4 A 欄には「初めて日本語を学ぶ非漢字系の学習者を対象にしたもの」、B 欄には「A にプラスして学習す
るもので、漢字系の学習者や、ある程度日本語を学習した学生のためのもの」が提出されている。 
5 http://khc.sourceforge.net/（2017 年 9 月 9 日参照） 
6 http://basil.is.konan-u.ac.jp/chuta/editor/（2017 年 9 月 9 日参照） 
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平成 19年度 日本留学試験（第 1回）聴解 
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3 結果・考察 

























これらの学生の感想や負担を考慮し、語彙リストの配付は、3 回分（2007 年～2009 年度
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